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つがる市は令和7年2月11日に
市制施行20周年を迎えました。



議案番号等 件　　　　　　名 審議
結果

議決
結果

市長提出議案

専決
75号 専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件（令和６年度つがる市一般会計補正予算（第３号）） ◎ 承認

76号 専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件（つがる市乳幼児医療費給付条例の一部を改正する条例） ◎ 承認

予算

77号 令和６年度つがる市一般会計補正予算（第４号）案 ◎ 可決

78号 令和６年度つがる市介護保険特別会計補正予算（第３号）案 ◎ 可決

79号 令和６年度つがる市下水道事業会計補正予算（第３号）案 ◎ 可決

条例

80号 つがる市固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例案 ◎ 可決

81号 つがる市長等の損害賠償責任の一部の免責に関する条例等の一部を改正する条例案 ◎ 可決

82号 つがる市消防団条例の一部を改正する条例案 ◎ 可決

83号 つがる市重度心身障害者医療費助成条例の一部を改正する条例案 ◎ 可決

指定
管理

84号 つがる市公の施設に係る指定管理者の指定の件（つがる市道の駅アーストップ） ◎ 可決

85号 つがる市公の施設に係る指定管理者の指定の件（つがる市体験農園施設及びつがる市柏ガラス温室及び生きがい農園） ◎ 可決

86号 つがる市公の施設に係る指定管理者の指定の件（つがる市車力農林水産物直売・食材供給施設むらおこし拠点館「フラット」） ◎ 可決

87号 つがる市公の施設に係る指定管理者の指定の件（つがる市つがる地球村及びつがる市つがる地球村スポーツパーク） ◎ 可決

88号 つがる市公の施設に係る指定管理者の指定の件（つがる市柏老人福祉センター） ◎ 可決

89号 つがる市公の施設に係る指定管理者の指定の件（つがる市木造福祉交流センター「花しょうぶの館」） ◎ 可決

90号 つがる市公の施設に係る指定管理者の指定の件（つがる市柏ふるさと生きがいセンター） ◎ 可決

91号 つがる市公の施設に係る指定管理者の指定の件（つがる市車力ウェルネスセンター） ◎ 可決

92号 つがる市公の施設に係る指定管理者の指定の件（つがる市健康増進施設） ◎ 可決

93号
つがる市公の施設に係る指定管理者の指定の件

（つがる市木造福祉センター「かっこうの館」、稲垣特別養護老人ホーム安住の里、つがる市稲垣デイ
サービスセンター及び車力特別養護老人ホームゆうあいの里）

◎ 可決

94号 つがる市公の施設に係る指定管理者の指定の件（つがる市柏デイサービスセンター） ◎ 可決

95号 つがる市公の施設に係る指定管理者の指定の件（つがる市柏ふるさと交流センター） ◎ 可決

96号 つがる市公の施設に係る指定管理者の指定の件（つがる市柏総合体育センター、つがる市木造河川敷
運動場及びつがる市柏河川敷運動場） ◎ 可決

予算

97号 令和６年度つがる市一般会計補正予算（第５号）案 ◎ 可決

98号 令和６年度つがる市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）案 ◎ 可決

99号 令和６年度つがる市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）案 ◎ 可決

100号 令和６年度つがる市介護保険特別会計補正予算（第４号）案 ◎ 可決

101号 令和６年度つがる市下水道事業会計補正予算（第４号）案 ◎ 可決

条例

102号 つがる市職員の給与に関する条例及びつがる市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例案 ◎ 可決

103号 つがる市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例案 ◎ 可決

104号 つがる市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例案 ◎ 可決

議員提出議案
発議 ５号 つがる市議会委員会条例の一部を改正する条例案 ◎ 可決

◎は全会一致

令和６年
第４回  つがる市議会定例会

（令和６年11月28日〜12月12日）15日間
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Ｑ　
本
市
と
鰺
ヶ
沢
町
沖
の
日
本
海

南
側
で
国
に
よ
り
事
業
計
画
さ
れ
て

い
る
、
洋
上
風
力
発
電
の
建
設
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
説
明
を
。

【
市
長
】

Ａ　
現
在
、
事
業
者
を
公
募
し
て
お

り
、
今
月
中
に
決
ま
る
予
定
。
選
定

後
は
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
や
漁
業
影

響
調
査
、
地
元
説
明
会
な
ど
を
経
て
、

建
設
工
事
が
行
わ
れ
る
。ま
た
、事
業

者
公
募
に
用
い
る
公
募
占
用
指
針
に

よ
る
と
、
令
和
13
年
３
月
末
ま
で
に

運
転
が
開
始
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

Ｑ　
洋
上
風
力
発
電
の
建
設
に
よ
り
、

ど
の
よ
う
な
経
済
効
果
が
期
待
で
き

る
か
。

【
総
務
部
長
】

Ａ　
固
定
資
産
税
や
法
人
市
民
税
等

の
増
収
に
よ
り
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
等
が
見
込
ま
れ
る
ほ
か
、
発
電

事
業
で
得
ら
れ
た
利
益
を
地
域
へ
還

元
す
る
こ
と
を
目
的
に
基
金
が
設
置

さ
れ
、
事
業
者
が
寄
附
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

Ｑ　
基
金
へ
の
寄
附
額
等
に
つ
い
て
、

詳
細
な
説
明
を
。

【
総
務
部
長
】

Ａ　
総
額
に
つ
い
て
は
30
年
間
で
45

億
円
程
度
で
あ
り
、
本
市
、
鰺
ヶ
沢

町
、
深
浦
町
の
３
自
治
体
と
沿
岸
５

漁
協
で
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な
割
合

で
配
分
す
る
か
協
議
し
て
い
く
。

Ｑ　
災
害
時
の
受
援
計
画
や
避
難
所

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
状
況
に
つ

い
て
説
明
を
。

【
総
務
部
長
】

Ａ　
災
害
時
の
受
援
体
制
の
確
保
に

つ
い
て
は
、
つ
が
る
市
業
務
継
続
計

画
に
規
定
し
て
い
る
が
、
受
援
計
画

は
未
策
定
で
あ
る
た
め
、
今
後
、
策

定
す
る
。

　

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
作
成

済
み
で
、
６
月
に
は
初
動
期
避
難
所

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
新
た
に
作
成
し
、

職
員
に
よ
る
避
難
所
運
営
訓
練
や
職

員
研
修
会
を
行
っ
た
。

Ｑ　
本
市
の
非
常
用
ト
イ
レ
の
備
蓄

状
況
は
。
ま
た
、
ト
イ
レ
ト
レ
ー

ラ
ー
や
ト
イ
レ
カ
ー
な
ど
を
導
入
す

る
考
え
は
あ
る
か
。

【
総
務
部
長
】

Ａ　
非
常
用
ト
イ
レ
は
３
６
０
０
枚

備
蓄
し
て
お
り
計
画
的
に
増
や
し
て

い
く
が
、
不
足
し
た
場
合
に
は
、
災

害
時
に
お
け
る
相
互
協
力
に
関
す
る

協
定
に
も
と
づ
き
、
市
内
ホ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
等
か
ら
調
達
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
や
ト

イ
レ
カ
ー
の
導
入
に
つ
い
て
は
高
額

と
な
る
こ
と
か
ら
、
先
進
自
治
体
の

状
況
を
参
考
に
し
な
が
ら
検
討
し
た

い
。

Ｑ　
災
害
対
応
力
の
強
化
に
は
女
性

の
視
点
が
不
可
欠
だ
と
考
え
る
が
、

本
市
で
は
防
災
担
当
課
に
女
性
職
員

を
配
置
し
て
い
る
か
。

Ｑ　

本
市
の
漁
業
者
数
は
。
ま
た
、
建

設
に
伴
う
漁
業
者
へ
の
補
償
は
あ
る
か
。

【
総
務
部
長
】

Ａ　

漁
業
者
数
は
、
車
力
漁
業
協
同
組

合
の
組
合
員
数
が
２
６
１
人
で
、
鰺
ヶ

沢
町
漁
業
協
同
組
合
に
所
属
し
て
い
る

組
合
員
数
は
９
人
で
あ
る
。

　

漁
業
補
償
に
つ
い
て
は
、
工
事
着
手

前
と
完
了
後
に
事
業
者
と
漁
協
と
が
共

同
で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
い
、
洋
上
風

力
発
電
が
漁
業
資
源
に
与
え
る
影
響
を

評
価
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
洋
上

風
力
発
電
の
導
入
に
伴
う
一
切
の
行
為

に
よ
り
、
漁
業
活
動
に
不
測
の
制
約
や

損
害
等
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
事
業

者
が
迅
速
か
つ
確
実
に
補
償
す
る
こ
と

と
な
る
。

【
総
務
部
長
】

Ａ　

現
在
、
防
災
担
当
課
に
女
性
職
員

は
配
置
し
て
い
な
い
が
、
防
災
部
門
だ

け
で
な
く
様
々
な
分
野
へ
女
性
の
意
見

が
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
今
後
、
適
切
な

配
置
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

Ｑ　

高
齢
者
支
援
の
一
つ
と
し
て
、
終

活
に
か
か
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
情
報

提
供
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
配
布

な
ど
の
終
活
支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

【
健
康
福
祉
部
長
】

Ａ　

終
活
に
か
か
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

や
情
報
提
供
窓
口
の
設
置
等
は
行
っ
て

い
な
い
が
、
高
齢
者
に
か
か
る
各
種
相

談
等
に
つ
い
て
は
、
随
時
、
介
護
課
窓

口
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
対
応

し
て
い
る
。
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
に

つ
い
て
は
、
公
的
機
関
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
無
料
で
入
手
可
能
な
状
況
に
あ

る
た
め
、
本
市
で
の
作
成
・
配
布
に
つ

い
て
は
検
討
し
た
い
。

 　
　

　
　

　
▶

防
災

対
策

　
▶終活支援

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▶洋
上風

力発
電

無会派　三
みつ

橋
はし

あさみ

五
いつわかい

和会　長
は せ が わ

谷川榮
え い こ

子

3 つがる市議会だより−第85号

議員が市の行政全般について市長等の執行機関に質問します。
QRコードから各議員の質問詳細を動画でご覧になれます。



Ｑ　
今
年
４
月
に
開
設
さ
れ
た
、
国

ス
ポ
・
障
ス
ポ
推
進
室
に
よ
る
業
務

の
進
捗
状
況
は
。

【
総
務
部
長
】

Ａ　
令
和
７
年
６
月
に
開
催
さ
れ
る

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
の
準
備
作
業
を
進

め
て
い
る
ほ
か
、
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

お
よ
び
令
和
８
年
10
月
の
本
大
会
の

会
場
設
営
等
や
大
会
で
の
弁
当
の
調

達
な
ど
に
関
す
る
運
営
方
針
、
要
項
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
作
業
を
進
め
て

い
る
。
ま
た
、
宿
泊
施
設
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
県
と
市
で
合
同
の
配
宿

本
部
を
設
置
し
宿
舎
の
確
保
に
努
め

て
い
く
。

Ｑ　
大
会
期
間
中
に
イ
ベ
ン
ト
等
を

実
施
す
る
計
画
は
あ
る
か
。

【
総
務
部
長
】

Ａ　
大
会
期
間
中
は
運
営
業
務
に
市

職
員
を
動
員
す
る
予
定
で
あ
り
、
大

会
の
成
功
に
全
力
を
注
が
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
等
は
企

画
し
て
い
な
い
。

Ｑ　
本
市
の
小
型
風
力
発
電
や
太
陽

光
発
電
の
設
置
状
況
や
規
制
に
つ
い

て
説
明
を
。

【
総
務
部
長
】

Ａ　
経
済
産
業
省
の
デ
ー
タ
に
よ
る

と
、
今
年
10
月
末
時
点
で
１
基
あ
た

り
１
０
０
０
㌗
未
満
の
小
型
風
力
発

電
施
設
の
設
置
数
は
39
カ
所
、
太
陽

光
発
電
施
設
は
51
カ
所
と
な
っ
て
い

る
。

　

発
電
規
模
が
１
基
あ
た
り
１
０

Ｑ　
令
和
７
年
４
月
か
ら
、
農
地
の

新
規
貸
し
借
り
や
更
新
に
つ
い
て
は

農
地
バ
ン
ク
を
経
由
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
聞
い
た
が
、
詳
し
く
説
明

を
。　

【
経
済
部
長
】

Ａ　
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
の

改
正
に
伴
い
、
来
年
度
か
ら
、
農
地

の
新
規
貸
し
借
り
や
更
新
は
次
の
２

通
り
に
な
る
。

・
農
地
中
間
管
理
事
業
に
よ
る
農
地

バ
ン
ク
を
利
用
し
た
新
規
の
貸
し

借
り
ま
た
は
更
新
。

・
農
地
法
第
３
条
に
よ
る
貸
し
借
り
。

	

Ｑ　
水
稲
直
播
栽
培
の
協
議
会
な
ど

を
設
置
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

【
経
済
部
長
】

Ａ　
農
作
業
の
省
力
化
や
効
率
化
を

図
れ
る
こ
と
か
ら
、
水
稲
直
播
栽
培

に
取
り
組
む
農
家
は
年
々
増
加
傾
向

に
あ
る
一
方
、
雑
草
対
策
や
収
量
不

安
定
、
専
用
品
種
な
ど
の
課
題
が
あ

る
。
課
題
克
服
の
た
め
に
も
協
議
会

等
の
設
置
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　
防
災
無
線
が
聞
こ
え
な
い
場
合
、

災
害
時
な
ど
に
避
難
等
が
遅
れ
る
可

能
性
が
あ
る
が
何
か
対
策
は
。

【
総
務
部
長
】

Ａ　
防
災
無
線
が
聞
き
取
り
に
く
い

際
や
聞
き
逃
し
た
場
合
に
は
、
通

話
料
が
有
料
の
防
災
無
線
の
音
声

０
０
㌗
未
満
の
風
力
発
電
に
つ
い
て
は
、

つ
が
る
市
風
力
発
電
設
備
建
設
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
制
定
し
、
遵
守
事

項
を
定
め
て
い
る
。
太
陽
光
発
電
に
つ

い
て
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
は
定
め
て

い
な
い
が
、
発
電
事
業
を
実
施
す
る
場

合
に
は
、
設
備
の
規
模
や
実
施
場
所
に

よ
り
関
係
法
令
の
規
制
を
受
け
る
こ
と

と
な
る
。

Ｑ　

耐
用
年
数
を
経
過
し
廃
棄
す
る
場

合
の
処
分
方
法
に
つ
い
て
説
明
を
。

【
総
務
部
長
】

Ａ　

事
業
が
終
了
し
た
場
合
に
は
、
設

置
事
業
者
が
責
任
を
も
っ
て
施
設
を
撤

去
し
、
再
利
用
ま
た
は
産
業
廃
棄
物
と

し
て
中
間
処
理
を
行
っ
た
の
ち
、
リ
サ

イ
ク
ル
す
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
再

利
用
も
リ
サ
イ
ク
ル
も
で
き
な
か
っ
た

残ざ
ん

渣さ

に
つ
い
て
は
、
埋
め
立
て
に
よ
り

最
終
処
分
す
る
こ
と
と
な
る
。

を
電
話
で
聞
け
る
音
声
応
答
シ
ス
テ
ム

（
49
ー
１
３
０
０
）
を
利
用
し
て
ほ
し

い
。
ま
た
、
災
害
時
に
は
青
森
県
総
合

防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
市
に

よ
る
避
難
所
情
報
等
を
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
じ
て

情
報
発
信
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

Ｑ　

防
災
対
策
の
観
点
か
ら
、
防
災
無

線
の
放
送
内
容
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

聞
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
ア
プ
リ

の
導
入
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

【
総
務
部
長
】

Ａ　

市
公
式
ラ
イ
ン
の
導
入
に
伴
い
、

災
害
情
報
や
避
難
情
報
を
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
へ
発
信
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

た
。
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
と
同
様
の
機
能
を

有
し
て
い
る
た
め
、
市
公
式
ラ
イ
ン
で
、

災
害
時
の
防
災
無
線
を
十
分
に
補
完
で

き
る
も
の
と
考
え
る
。

 　
▶
農
地
バ
ン
ク
　
▶
水
稲
直播

栽培
　▶
防災無線

　
　
　
　
▶
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ　

▶ゼ
ロカ
ーボン

五
いつわかい

和会　山
やま

内
うち

　　勝
まさる

五
いつわかい

和会　成
なり

田
た

　　博
ひろし
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Ｑ　
木
造
地
区
古
田
川
に
あ
る
遊
歩

道
、
せ
せ
ら
ぎ
の
小こ

径み
ち

の
散
策
路
上

に
お
い
て
、
雑
草
や
破
損
箇
所
等
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。
今
後
の
修
繕
計

画
は
。

【
建
設
部
長
】

Ａ　
定
期
的
な
巡
回
が
十
分
に
実
施

で
き
て
い
な
い
状
況
に
あ
っ
た
た
め
、

今
後
は
管
理
業
務
受
託
者
と
連
絡
を

密
に
取
り
対
応
し
て
い
く
。
破
損
箇

所
に
つ
い
て
は
状
態
を
見
極
め
、
危

険
度
が
高
い
と
判
断
し
た
場
合
に
は

速
や
か
に
修
繕
す
る
。

Ｑ　
せ
せ
ら
ぎ
の
小
径
を
駅
前
ま
で

延
伸
さ
せ
、
観
光
客
や
市
民
の
利
便

性
の
向
上
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

【
建
設
部
長
】

Ａ　
現
在
、
新
規
整
備
等
の
計
画
は

な
い
が
、
よ
り
安
全
に
親
し
み
や
す

い
環
境
に
す
る
こ
と
は
大
切
で
あ
り
、

長
期
的
な
展
望
を
視
野
に
入
れ
、
検

討
し
た
い
。

Ｑ　
つ
が
る
市
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
利

用
助
成
事
業
に
つ
い
て
、
申
請
に
あ

た
り
利
用
者
か
ら
要
望
や
意
見
は
あ

っ
た
か
。

【
総
務
部
長
】

Ａ　
市
役
所
等
に
申
請
書
を
提
出
す

る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
の
意
見
を

伺
っ
て
い
る
た
め
、
自
宅
か
ら
も
申

請
で
き
る
よ
う
に
改
善
し
た
い
。

Ｑ　
本
市
に
お
い
て
、
相
続
が
完
了

し
て
い
な
い
土
地
と
家
屋
は
ど
の
く

ら
い
あ
る
か
。

【
財
政
部
長
】

Ａ　
令
和
６
年
度
固
定
資
産
税
の
課

税
台
帳
を
も
と
に
算
出
し
た
、
相
続

が
完
了
し
て
い
な
い
宅
地
は
３
１
９

８
筆
で
未
相
続
割
合
は
13
・
９
㌫
。

家
屋
の
う
ち
、
相
続
が
完
了
し
て
い

な
い
居
宅
は
２
６
６
７
棟
で
未
相
続

割
合
は
19
㌫
で
あ
る
。

Ｑ　
家
屋
等
が
未
相
続
の
場
合
、
ど

の
よ
う
な
相
続
手
続
き
の
方
法
が
あ

る
か
。

【
財
政
部
長
】

Ａ　
次
の
３
つ
の
と
お
り
。

・
遺
言
書
で
指
定
さ
れ
た
相
続
人
が

相
続
す
る
方
法（
遺
言
書
）。

・
相
続
人
全
員
で
の
話
し
合
い
に
よ

っ
て
、
遺
産
分
割
の
割
合
を
決
め

る
方
法（
遺
産
分
割
協
議
）。

・
民
法
で
定
め
ら
れ
た
割
合
で
相
続

す
る
方
法（
法
定
相
続
分
）。

Ｑ　
相
続
が
完
了
し
て
い
な
い
農
地

は
、
貸
借
や
売
買
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
及
ぼ
す
か
。

【
農
業
委
員
会
事
務
局
長
】

Ａ　
貸
借
に
つ
い
て
は
、
法
定
相
続

人
の
過
半
数
以
上
の
同
意
書
と
被
相

続
人
と
の
関
係
が
分
か
る
書
類
な
ど

の
提
出
が
な
け
れ
ば
行
う
こ
と
が
で

き
な
い
。
売
買
や
贈
与
と
い
っ
た
所

Ｑ　
市
内
タ
ク
シ
ー
事
業
者
は
介
護
タ
ク

シ
ー
の
運
行
を
実
施
し
て
い
な
い
。
市
外

の
介
護
タ
ク
シ
ー
や
福
祉
有
償
運
送
の
利

用
に
対
し
て
も
助
成
で
き
な
い
か
。

【
総
務
部
長
】

Ａ　

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
に
は
必

要
な
交
通
手
段
で
あ
り
、
経
済
的
負
担

も
大
き
い
た
め
、
関
係
部
署
な
ど
と
協

議
し
検
討
し
た
い
。

Ｑ　

タ
ク
シ
ー
が
不
足
す
る
地
域
や
時

間
帯
に
お
い
て
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
事
業

に
よ
り
移
動
手
段
を
確
保
す
る
考
え
は

あ
る
か
。　

【
総
務
部
長
】

Ａ　

現
時
点
で
導
入
予
定
は
な
い
が
、

市
民
の
交
通
手
段
の
確
保
と
し
て
有
効

な
手
法
で
あ
る
と
考
え
る
。
他
自
治
体

の
実
証
運
行
の
状
況
な
ど
を
確
認
し
な

が
ら
、
検
討
し
た
い
。

有
権
の
移
転
に
つ
い
て
は
、
法
定
相
続

人
へ
の
相
続
登
記
が
完
了
し
て
い
な
い

と
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
本
市
で
は
、

相
続
が
さ
れ
て
い
な
い
貸
借
の
場
合
は

法
定
相
続
人
に
相
続
登
記
を
促
し
、
貸

借
手
続
き
を
勧
め
て
い
る
。

　
Ｑ　

耕
作
放
棄
状
態
に
あ
り
水
利
費
な

ど
が
滞
納
さ
れ
て
い
る
場
合
、
貸
借
や

売
買
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
。

【
農
業
委
員
会
事
務
局
長
】

Ａ　

農
地
が
耕
作
放
棄
状
態
で
あ
れ
ば
、

耕
作
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
復
元
、
整

備
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
貸
借
や
売
買

先
が
見
つ
か
ら
な
く
な
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
滞
納
処
分
さ
れ
て
い
る
農
地

の
場
合
に
は
、
滞
納
処
分
が
解
除
さ
れ

な
け
れ
ば
、
賃
貸
借
契
約
や
売
買
契
約

に
支
障
を
来
た
す
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

P12
「
気
に
な
る
ワ
ー
ド
」
で
解
説
！

　
   

   
  　
▶
土
地
・
家
屋
、
農地

の相
続

　
▶
せ
せ
ら
ぎ
の
小
径
　
▶市
民の

移動
手段確

保

絆
きしんかい

心会　齊
さいとう

藤　　渡
わたる

五
いつわかい

和会　平
ひら

田
た

　浩
こうすけ

介
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議
案
第
77
号

令
和
６
年
度
つ
が
る
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）
案

※
一
万
円
未
満
四
捨
五
入

歳
入

【
関
連
質
問
】

齊さ
い

藤と
う　
　
渡わ

た
る　
委
員

Ｑ　
現
在
、
国
に
お
い
て
所
得
税
非
課

税
枠
の
見
直
し
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。

非
課
税
枠
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
場
合
の

本
市
の
税
収
へ
の
影
響
は
。

【
財
政
部
長
】

Ａ　
非
課
税
枠
が
現
行
の
１
０
３
万
円

か
ら
１
７
８
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
た

場
合
、
本
市
で
は
約
３
億
８
千
万
円
の

減
収
が
見
込
ま
れ
る
。

歳
出

成な
り

田た　
克か

つ

子こ　
委
員

Ｑ　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
に
お
い

て
住
民
票
の
写
し
な
ど
各
種
証
明
書
を

取
得
で
き
る
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

を
本
市
で
も
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

【
民
生
部
長
】

Ａ　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
つ
が
る
柏
内
に
つ
が

る
出
張
所
を
開
設
し
、
休
日
も
住
民

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。
コ
ン
ビ
ニ

交
付
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
費
用
対
効

果
の
観
点
か
ら
導
入
は
考
え
て
い
な
い
。

秋あ
き

田た

谷や　
建た

て

幸ゆ
き　

委
員

Ｑ　
今
年
度
の
交
付
状
況
は
。

【
経
済
部
長
】

Ａ　
美
容
院
と
飲
食
店
の
２
件
に
交
付

し
、
ど
ち
ら
も
移
住
に
よ
る
創
業
で

あ
っ
た
。

三み
つ

橋は
し　
あ
さ
み　
委
員

Ｑ　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の

定
期
接
種
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
。

【
健
康
福
祉
部
長
】

Ａ　
定
期
接
種
の
実
施
期
間
は
令
和
６

年
10
月
１
日
か
ら
令
和
７
年
２
月
28
日

ま
で
と
し
、
令
和
６
年
11
月
現
在
の
接

種
者
数
は
４
６
８
名
、
接
種
率
３
・
９

㌫
で
あ
る
。

佐さ

さ々

木き　
敬け

い

藏ぞ
う　
委
員

Ｑ　
改
修
内
容
に
つ
い
て
説
明
を
。

【
福
祉
課
長
】

Ａ　

入
浴
介
助
用
の
リ
フ
ト
が
故
障

し
、
製
造
年
数
も
古
く
修
理
対
応
で
き

な
い
た
め
、
新
し
い
機
器
に
取
り
替
え

る
も
の
。

成な
り

田た　
　
博ひ

ろ
し　

委
員

Ｑ　
返
還
理
由
は
。

【
健
康
福
祉
部
長
】

Ａ　
令
和
５
年
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
が
、
当
初
の
見

込
み
よ
り
も
低
調
だ
っ
た
た
め
、
実
績

に
よ
り
補
助
金
を
返
還
す
る
も
の
。

繰
越
明
許
費

　
田た

中な
か　

　
透と

お
る　

副
委
員
長

Ｑ　
繰
り
越
し
理
由
に
つ
い
て
詳
細
な

説
明
を
。

【
農
林
水
産
課
長
】

Ａ　
令
和
６
年
度
中
に
造
成
工
事
を
完

了
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
開
発
許
可

申
請
に
か
か
る
各
関
係
機
関
と
の
協
議

等
に
時
間
を
要
し
発
注
が
遅
れ
た
こ
と

や
、
軟
弱
地
盤
に
よ
り
冬
期
間
の
造
成

施
工
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
工
事
期
間

を
延
長
し
予
算
を
繰
り
越
す
も
の
。

全
議
員
で
構
成
さ
れ
る
予
算
特
別
委
員
会

の
審
査
内
容
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で

動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

委
員
長

　
　
長は

谷せ

川が
わ　

榮え
い

子こ

予
算
特
別
委
員
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
対
策
費
負
担
金

21
万
円

予
防
接
種
費

国
庫
支
出
金
等
返
還
金３６

２
０
万
円

戸
籍
住
民
台
帳
費

22
万
円

創
業
支
援
事
業
補
助
金１

０
０
万
円

安
住
の
里
改
修
工
事

４
２
５
万
円

柏
農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー
等
建
設
事
業

２
億
１
２
４
８
万
円
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債
務
負
担
行
為

平ひ
ら

田た　
浩こ

う

介す
け　

委
員

Ｑ　
助
成
金
の
限
度
額
と
対
象
範
囲
に

つ
い
て
説
明
を
。

【
教
育
総
務
課
長
】

Ａ　
上
限
は
３
千
円
で
、
小
学
校
新
４

年
生
か
ら
中
学
校
新
３
年
生
ま
で
を
対

象
に
、
１
人
に
つ
き
１
回
限
り
利
用
で

き
る
。

山や
ま

内う
ち　
　
勝ま

さ
る　
委
員

Ｑ　
増
額
理
由
と
令
和
５
年
度
の
決
算

額
に
つ
い
て
説
明
を
。

【
教
育
部
長
】

Ａ　

増
額
は
光
熱
水
費
の
不
足
に
よ

る
も
の
で
、
決
算
額
は
使
用
料
収

入
が
約
１
２
７
０
万
円
、
経
費
は
約

１
億
２
２
０
０
万
円
で
あ
っ
た
。

【滋賀県高島市：高島市の活性化につながる再
生可能エネルギーと省エネルギーの普及事業】
　この事業は、市民を対象にした講演会等を
開催し、再エネ・省エネについて周知し暮ら
しをよくする持続可能な社会づくりを目指し
ており、高島市では市民団体と行政が協働で
事業を取り組んでいる。
　協働で事業を行うことにより、公共サービ
スの質の向上や市民活動の活性化が期待で
きることから、本市においても、洋上風力
発電を含めた各種エネルギー政策やカーボン
ニュートラルに向けた事業を進めていくため
に、住民や市民団体、事業者との協働が図ら
れるよう、今後の議会活動に反映させたい。

【滋賀県高島市：もみ殻バイオ炭製造装置の現
地視察見学について】
　米農家が抱える稲刈り後のもみ殻の処理に
おいて、西坂農機(株)今津営業所で実証実験
している、もみ殻バイオ炭製造装置を視察見
学した。この装置で作られたバイオ炭を肥料
として使用することにより、ＣＯ２排出量を削
減して作付けされたお米や酒米を原料として
製造された日本酒など、環境に配慮して作ら
れた農作物や加工品として販売することがで
きる。つがるブランドとは異なる付加価値を
持たせることが
可能となり、新
たな販路開拓も
見込まれる。
　ＣＯ２排出量を
抑制する方法を
学ぶことが出来
て有意義であっ
た。

（現在）
・総務常任委員会
・経済建設常任委員会　
・教育民生常任委員会

　次期議員改選時に議員定数を18人
から16人に削減することから、令和
７年３月定例会より常任委員会数を
３から２に再編します。

（再編後）

・総務経済建設常任委員会　

・教育民生常任委員会

小
中
学
生
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト

購
入
費
助
成
金（
令
和
７
年
度
ま
で
）

３
３
８
万
円

総
合
体
育
館
指
定
管
理
料

（
令
和
７
年
度
か
ら
９
年
度
ま
で
）

２
９
８
０
万
円

発議第５号　 つがる市議会委員会条例の一部を改正する条例案

各常任委員会では、先進自治体の事例を
学ぶため、行政視察を行っています。

総務常任委員会　（令和6年11月6日～8日）

行政視察
報告
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【兵庫県洲本市：定住促進住宅および宅地分
譲について】
　洲本市では、人口減少対策として子育て世代
の移住・定住を推進するため、定住促進住宅の
整備（移住者の入居に限定）と宅地の造成・販
売を行っている。定住促進住宅の整備後、学区
内の小学校において複式学級が解消した。また、
分譲地がある地域は、販売開始後に人口が増加
した。
　本市の人口は合併後、一貫して減少し続けて
いる。子育て世代の転出を抑え、転入者を増や
すためには、子育て支援政策等のソフト面の充実
のほか、安価で良質な住環境の提供といったハー
ド面の整 備をあ
わせて行う必要
がある。人口減
少対策の施策とし
て、 ぜひ、 参 考
にしたい事例で
あった。

【東京都稲城市：介護支援ボランティア制度に
ついて】
　稲城市では、全国で初めて介護支援ボラン
ティア制度を実施した。これは、実質的な介
護保険料負担の軽減を目的とし、高齢者のボ
ランティア活動に応じて、ポイントを付与。
本人の申し出により、そのポイントを換金し
て最大5,000円を交付する制度である。また、
高齢者のボランティア活動を積極的に支援す
ることで介護予防を推進でき、その結果、介
護給付費を抑制できる。
　稲城市女性の6

※
5歳健康寿命は東京都内で1

位（令和4年調査）となっており、介護予防と
しても大きな効果を得ている。本市では高齢
化率、要介護認定率ともに高いため、増大し
ている介護給付費の縮減を図る施策として、
ぜひ、参考にしたい事例であった。

※65歳健康寿命…介護を必要とせず、健康で日常生
活を支障なく送ることができる年齢。

【兵庫県加東市：宿泊施設誘致事業について】

　加東市では、市内に４つの工業団地が立地
しビジネス目的での来訪者が多いものの、ビ
ジネス客向けの宿泊施設が少なく、宿泊需要
が市外に流出している状況にあった。そこ
で、宿泊施設の誘致事業を実施し、令和５年
に大手ホテルチェーンが開業、誘致に成功し
た。ホテルの開業により、宿泊需要の取り込
みだけではなく、周辺への飲食店の出店や地
元雇用創出などによる地域経済の活性化が図
られている。今後、市から事業者に対し、水
道料金の補助や固定資産税相当額等の交付が
行われることになっている。
　本市と鰺ヶ沢町沖の日本海沿岸では、洋上
風力発電の建設が事業計画されており、多数
の関係者の流入が見込まれているが、現在、
本市にはビジネスホテルが立地しておらず、
市経済活性化のためにも誘致に向けて、ぜ
ひ、参考にしたい事例であった。

【神奈川県海老名市：ヤングケアラー支援対応
連絡会について】
　近年、核家族化の進展などにより、ヤング
ケアラーが社会問題となっている。海老名市
では、子育て相談課、介護保険課、教育委員
会など複数の関係機関で構成するヤングケア
ラー支援対応連絡会を設置した。連絡会では
研修会の開催、実態調査、ガイドラインの作
成、LINE相談を実施するほか、ヤングケア
ラー認知度向上のための啓発活動に取り組ん
でいる。担当者からの説明で「支援の糸をた
くさん垂らして支援の糸を伸ばしてあげてく
ださい」と話し
ていたのが印象
的であった。ヤ
ングケアラーの
認識を普及啓発
する必要性を改
め て 感 じ 、 大
変、有意義な視
察であった。

経済建設常任委員会　（令和6年11月12日～14日）

教育民生常任委員会　（令和6年10月29日～31日）
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総
務
常
任
委
員
会

議
案
第
80
号

つ
が
る
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

平ひ
ら

田た　
浩こ

う

介す
け　
委
員

Ｑ　
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ

た
価
格
に
不
服
が
あ
る
場
合
の
審
査
の

申
し
出
件
数
と
結
果
は
。

【
総
務
課
長
】

Ａ　
固
定
資
産
の
評
価
額
の
不
服
に
つ

い
て
、
申
し
出
が
５
件
あ
り
、
い
ず
れ

も
却
下
と
な
っ
た
。野の

呂ろ　
　
司つ

か
さ　

委
員

Ｑ　
審
査
の
申
し
出
期
間
は
。

【
総
務
課
長
】

Ａ　
固
定
資
産
の
価
格
等
を
公
示
し
た

日
か
ら
納
税
通
知
書
を
受
け
取
っ
た
の

ち
、３
カ
月
を
経
過
す
る
ま
で
と
な
る
。

議
案
第
82
号

つ
が
る
市
消
防
団
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
案

山や
ま

内う
ち　

　
勝ま

さ
る　

委
員

Ｑ　

本
市
に
お
け
る
消
防
団
員
の
確
保

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
を
。

【
警
防
課
長
】

Ａ　

令
和
４
年
度
に
団
員
階
級
の
年

報
酬
額
を
１
万
円
か
ら
国
基
準
の

３
万
６
５
０
０
円
に
引
き
上
げ
た
。
そ

の
ほ
か
、
災
害
出
動
に
か
か
る
出
動
報

酬
は
一
律
１
５
０
０
円
で
あ
っ
た
が
、

令
和
５
年
度
に
６
時
間
以
上
出
動
し
た

場
合
に
は
国
基
準
の
８
千
円
に
改
め

た
。

経
済
建
設
常
任
委
員
会

議
案
第
84
号

つ
が
る
市
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理

者
の
指
定
の
件
（
つ
が
る
市
道
の
駅

ア
ー
ス
ト
ッ
プ
）

佐さ

藤と
う　

孝た
か

志し　
委
員

Ｑ　
利
用
者
数
と
売
上
額
の
推
移
は
。

【
農
林
水
産
課
長
補
佐
】

Ａ　
次
の
表
の
と
お
り
。

議
案
第
85
号

つ
が
る
市
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理

者
の
指
定
の
件
（
つ
が
る
市
体
験
農
園

施
設
及
び
つ
が
る
市
柏
ガ
ラ
ス
温
室
及

び
生
き
が
い
農
園
）平ひ

ら

川か
わ　

　
豊ゆ

た
か　

委
員

Ｑ　
令
和
６
年
８
月
に
宿
泊
料
を
値
上

げ
し
た
影
響
は
あ
る
か
。

【
農
林
水
産
課
長
補
佐
】

Ａ　
値
上
げ
し
て
間
も
な
い
た
め
未
検

証
だ
が
、
使
用
料
収
入
は
増
加
し
て
い

る
一
方
、
宿
泊
客
数
は
伸
び
悩
ん
で
い

る
た
め
、今
後
の
推
移
に
注
視
し
た
い
。

議
案
第
86
号

つ
が
る
市
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理

者
の
指
定
の
件
（
つ
が
る
市
車
力
農
林

水
産
物
直
売
・
食
材
供
給
施
設
む
ら
お

こ
し
拠
点
館
「
フ
ラ
ッ
ト
」）

総
務
常
任
委
員
会
・
経
済
建
設
常
任
委
員

会
・
教
育
民
生
常
任
委
員
会
の
審
査
内
容

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※売上額１万円未満切り捨て

◎
消
防
団
員
の
定
員
及
び
定
年
を
改

め
る
た
め
提
案
す
る
。

◎
つ
が
る
市
道
の
駅
ア
ー
ス
ト
ッ
プ
の

指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
た
め
提

案
す
る
。

◎
つ
が
る
市
職
員
等
の
旅
費
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
伴
い
、所
要

の
改
正
を
行
う
た
め
提
案
す
る
。

◎
つ
が
る
市
体
験
農
園
施
設
及
び
つ

が
る
市
柏
ガ
ラ
ス
温
室
及
び
生
き

が
い
農
園
の
指
定
管
理
者
を
指
定

す
る
た
め
提
案
す
る
。

◎
つ
が
る
市
車
力
農
林
水
産
物
直

売
・
食
材
供
給
施
設
む
ら
お
こ
し

拠
点
館「
フ
ラ
ッ
ト
」の
指
定
管
理

者
を
指
定
す
る
た
め
提
案
す
る
。

常
任
委
員
会

利用者数 売上額

令 和
３年度

24万
1,475人

2億
8,198万円

令 和
４年度

22万
1,287人

2億
9,697万円

令 和
５年度

23万
4,720人

3億
4,551万円

委
員
長

　
　
成な

り

田た　
　
博ひ

ろ
し

委
員
長

　
　
田た

中な
か　

　
透と

お
る
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佐さ

さ々

木き　
敬け

い

藏ぞ
う　

副
委
員
長

Ｑ　
利
用
者
数
と
売
上
額
の
推
移
は
。

【
農
林
水
産
課
長
補
佐
】

Ａ　
次
の
表
の
と
お
り
。

議
案
第
87
号

つ
が
る
市
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理

者
の
指
定
の
件
（
つ
が
る
市
つ
が
る
地

球
村
及
び
つ
が
る
市
つ
が
る
地
球
村
ス

ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
）

　
佐さ

さ々

木き　
慶よ

し

和か
ず　
委
員

Ｑ　
つ
が
る
地
球
村
に
お
い
て
、
立
地

環
境
を
活
か
し
た
体
験
型
サ
ー
ビ
ス
や

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
集
客
力
の
向
上
を

図
っ
て
は
ど
う
か
。

【
観
光
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
課
長
補
佐
】

Ａ　
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催
し
て
い

る
が
、
未
発
展
な
分
野
で
あ
る
た
め
、

指
定
管
理
者
と
協
議
を
進
め
、
体
験
型

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
を
図
り
稼
働
率
向

上
に
努
め
た
い
。

天て
ん

坂さ
か　

昭
し
ょ
う

市い
ち　

委
員

Ｑ　
令
和
６
年
度
の
経
営
状
況
の
見
通

し
は
。

【
観
光
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
課
長
補
佐
】

Ａ　

収
入
が
２
億
２
１
１
０
万
円
、

支
出
は
２
億
１
４
４
０
万
円
で
、

６
７
０
万
円
の
黒
字
と
な
る
見
込
み
で

あ
る
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

議
案
第
91
号

つ
が
る
市
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理

者
の
指
定
の
件
（
つ
が
る
市
車
力
ウ
ェ

ル
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
）

秋あ
き

田た

谷や　
建た

て

幸ゆ
き　
副
委
員
長

Ｑ　
県
外
企
業
が
指
定
管
理
者
に
な
っ

て
い
る
が
、
利
用
者
か
ら
苦
情
等
は
あ

る
か
。

【
福
祉
課
長
】

Ａ　
設
備
の
不
具
合
等
に
よ
る
軽
微
な

苦
情
は
あ
っ
た
が
、
指
定
管
理
者
に
よ

る
施
設
運
営
や
接
客
対
応
等
の
苦
情
は

寄
せ
ら
れ
て
い
な
い
。

議
案
第
93
号

つ
が
る
市
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理

者
の
指
定
の
件
（
つ
が
る
市
木
造
福
祉

セ
ン
タ
ー
「
か
っ
こ
う
の
館
」、
稲
垣

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
安
住
の
里
、
つ

が
る
市
稲
垣
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

及
び
車
力
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ゆ
う

あ
い
の
里
）

三み
つ

橋は
し　

あ
さ
み　
委
員

Ｑ　
安
住
の
里
と
ゆ
う
あ
い
の
里
に
お

け
る
入
居
者
の
状
況
は
。

【
健
康
福
祉
部
長
】

Ａ　
令
和
６
年
11
月
末
現
在
、
２
施
設

と
も
に
満
床
で
あ
り
、
待
機
者
数
に
つ

い
て
は
、
安
住
の
里
に
お
い
て
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と

も
に
17
名
。
ゆ
う
あ
い
の
里
に
お
い
て

は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
16
名
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
９
名
で
あ
る
。

議
案
第
95
号

つ
が
る
市
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理

者
の
指
定
の
件
（
つ
が
る
市
柏
ふ
る
さ

と
交
流
セ
ン
タ
ー
）成な

り

田た　
克か

つ

子こ　
委
員

Ｑ　
令
和
５
年
度
の
収
支
状
況
は
。

【
社
会
教
育
ス
ポ
ー
ツ
課
長
】

Ａ　
結
婚
式
利
用
の
減
少
や
電
気
代
等

の
高
騰
に
よ
り
、
約
８
万
６
千
円
の
赤

字
と
な
っ
た
。

※売上額１万円未満切り捨て

◎
つ
が
る
市
車
力
ウ
ェ
ル
ネ
ス
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る

た
め
提
案
す
る
。

◎
つ
が
る
市
柏
ふ
る
さ
と
交
流
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る

た
め
提
案
す
る
。

◎
つ
が
る
市
木
造
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
か
っ
こ
う
の
館
」
ほ
か
３
施
設

の
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
た
め

提
案
す
る
。

◎
つ
が
る
市
つ
が
る
地
球
村
及
び
つ

が
る
市
つ
が
る
地
球
村
ス
ポ
ー
ツ

パ
ー
ク
の
指
定
管
理
者
を
指
定
す

る
た
め
提
案
す
る
。

利用者数 売上額

令 和
３年度

7万
8,208人 9,689万円

令 和
４年度

7万
8,859人 9,383万円

令 和
５年度

7万
9,764人

1億
369万円

委
員
長

　
　
齊さ

い

藤と
う　

　
渡わ

た
る
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「つがる市議会議員の紹介 ③」
議員に質問してみました！！

特集特集

Ｑ．議員になろうと思ったきっかけは？
Ａ．多くの方からのご支援のもと児童福祉行政に関わって
　　きたため、議会活動を通じて恩返ししようと考えた
Ｑ．つがる市の発展に必要なことは？
Ａ．人口減少対策
Ｑ．議員生活で力を入れてきたことは？
Ａ．少子化対策
Ｑ．今後の抱負、目標は？
Ａ．多くの市民の負託を受けて議席を預かっているため、
　　健康寿命の維持管理に努めていく

Ｑ．議員になろうと思ったきっかけは？
Ａ．周りからのすすめ
Ｑ．最近気になった新聞記事は？ 
Ａ．2050 年には 4 世帯に 1 世帯が一人暮らし世帯に
　　なること 
Ｑ．つがる市の発展に必要なことは？
Ａ．基幹産業である農業の発展 
Ｑ．議員生活での一番の思い出は？
Ａ．市長や議員が一丸となって取り組んだ各種農業政策

Ｑ．議員になろうと思ったきっかけは？
Ａ．周りからのすすめ
Ｑ．つがる市の発展に必要なことは？
Ａ．子育て支援政策の充実
Ｑ．議員生活で力を入れてきたことは？
Ａ．市民の意見を聞き、それを行政に届けてきた
Ｑ．今後の抱負、目標は？
Ａ．若者の定住促進のため、企業誘致の秘策について
　　考えていきたい

12番　　野呂　 司　　絆心会　6期目
の ろ つかさ

11番　　佐藤 孝志　　絆心会　5期目
さ とう たか し

10番　　木村 良博　　（議長）　5期目
き むら ひろよし

一昨年の選挙を経て、新たな顔ぶれで３年目を迎えたつがる市議会。
少し堅いイメージのある議員ですが、市民の皆さまに少しでも身近に感じていただけるよう、

令和６年６月定例会号から18人の議員を紹介しています。
４つの質問を通じて、議員の横顔を知ってみませんか？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　左から順に議席番号、氏名、会派名、市議会議員歴（※在任特例含む）
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応募方法等はR6年５月
発行のつがる市議会だ
より82号をご覧いただ
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ページの専用
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問
い
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せ
く
だ
さ
い
。

「ライドシェア」って？（P5　平田 浩介 議員一般質問より）

　バスやタクシーといった公共交通の数が減り、不便に感じている方も多いのでは？
　ライドシェアとは、個人が自家用車を使い、有償で乗客を目的地まで運ぶ配車サービスのことです。「ライド」は
乗車、「シェア」は共有を意味します。
　日本では道路運送法第78条にもとづき、自家用車による有償運送が原則禁止されていたため、一般ドライバーに
よる有償でのライドシェアサービスはこれまで提供できませんでした。しかし、近年の運転手不足や交通空白地の発
生等に対応するため、以下の2つのライドシェアが条件付きで許可されるようになりました。

　〇自家用車活用事業（日本型ライドシェア）
　タクシー事業者の管理のもと、タクシーが不足する地域、時期および時間帯に限り、地域の自家用車や一般ド
ライバーによって有償で運送サービスを提供することを可能とする制度。

　〇自家用有償旅客運送（公共ライドシェア）
　バス・タクシー事業が成り立たない場合であって、地域における輸送手段の確保が必要
な場合に、市町村やNPO 法人等が自家用車を用いて有償で提供する運送サービス。

　出典：国土交通省ホームページ（https://www.mlit.go.jp/jidosha/jidosha_fr3_000051.html、
　　　　　　　　　　　　　　　　https://www.mlit.go.jp/jidosha/jidosha_tk3_000012.html）

12月定例会の中から「気になる言葉」を取り上げて解説します。

議会活動紹介（一部抜粋）

11月

7日 青森県市議会議長会第2回定期総会
19日 全国市議会議長会基地協議会第110回理事会
21日 議会運営委員会
28日 令和6年第4回つがる市議会定例会開会

12月

２～３日 一般質問
４日 予算特別委員会
６日 総務常任委員会、経済建設常任委員会
９日 教育民生常任委員会
12日 令和6年第4回つがる市議会定例会閉会

１月
24日

令和７年第1回つがる市議会臨時会
議会全員協議会
議会だより編集委員会

28日
全国市議会議長会基地協議会第111回理事会
全国市議会議長会基地協議会第88回総会

発行／つがる市議会　〒038−3192 青森県つがる市木造若緑61−1 TEL0173−42−1118(直通)
※QRコードは(株)デンソーウェーブの登録商標です。

http://www.city.tsugaru.aomori.jp


